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令和8年4月18・19日「第23回桜流鏑馬」実施報告書 
 

十和田流鏑馬観光連盟 

１．開催内容 

十和田市の駒街道から緑地公園にかけての一帯は、桜の名所として、弘前城公園（弘前市）

や合浦公園（青森市）と並ぶ県内屈指の観光地です。例年、十和田市の内外から多数の花

見客が訪れては、散策や宴会で賑わいます。 

『桜流鏑馬』は、その名の通り、緑地公園の桜並木の下を馬が駆け抜けます。馬も人も古

式ゆかしい伝統装束を身にまとい、華麗な騎射の腕を競います。一番の特徴は登場する騎

士が全て女性であることと、馬が全て和種馬（日本の馬）であることです。やぶさめは日

本各地で行われていますが、この２つの特徴を兼ね備えたものは他にありません。私たち

は女流騎士のみを登場させることで、華やかで優雅な雰囲気を演出することと、和種馬の

みを使用することで、かつて当地で生産されていた南部馬の面影を、見物客の皆様に楽し

んでいただこうと考えております。 

 

【実施プログラム（両日共通）】 

06:30 試走開始 

09:40 開会セレモニー（初日のみ） 

10:00 初級2走、中級2走 

12:05 昼休憩 

12:35 団体戦2走、プロ級4走、中級1走、上級3走 

14:20 競技終了後（初日：集合写真撮影・２日目：閉会式） 

 

○ 流鏑馬競技 

●女流騎士 個人戦37名（初級17、中級9、上級8、プロ級3）団体戦4チーム（3名1組）

年齢別： 10代10名、20代9名、30代4名、40代3名、50代8名、60代3名 

出身別： 県内14（うち十和田市4）、北海道1、岩手県2、宮城県1、群馬県1、東京都8、

神奈川県1、愛知県1、奈良県1、大阪府1、兵庫県1、広島県1、佐賀県1、 

アメリカ3（うち三沢基地2） 

所属団体： 十和田乗馬俱楽部、にんじんサークル（北里大学生）、全国スポーツ流鏑馬八

戸大会実行委員会（八戸市）、道央流鏑馬会（北海道）、遠野郷八幡宮こども流鏑馬実行委

員会（岩手県）、カナディアンキャンプ乗馬クラブ（山梨県・福岡県）、武雄正弓会（佐

賀県）、Australian Horse Archery Association（オーストラリア） 

 

●露払い 3名（10代1名[十和田市]、20代1名[十和田市]、30代1名[アメリカ・三沢基地]） 
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団体戦 集合写真 
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○ 開会式 

十和田市で出会った新婦選手と新郎を先頭にした流鏑馬結婚パレードにて入場。 

十和田市長祝辞、審判員紹介、学生団体よりアンケート調査説明、選手宣誓等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 閉会・表彰式 

各クラスの総合入賞者を表彰。宮城県利府町からの町長賞を初級1位に贈呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「青の煌めきあおもり国スポ・障スポ」開催PRコーナー 

スポーツ体験の場として、流鏑馬競技で用いる実際の弓矢の体験提供を行った。利用者約340

名（2日間） 
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○ 本部・案内 

・本部にてパンフレット販売（150部）、出走表無料配布（180部）。 

・流鏑馬関連グッズ販売。パンフレット配布。 

・大会運営のための募金箱（投げ銭箱的募金）を設置（寄付額10,900円）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 各種出店 

市民が馬とふれあう機会として、体験乗馬コーナーを実施。そのほか会場内には、自衛隊

青森地方協力本部 三沢募集案内所、住友生命、ピンクリボン普及啓発団体「とわだをピン

クにそめる会」や、次世代リーダー育成プログラム「Future Generations」による、スポ

ーツ流鏑馬と十和田市紹介コーナー、流鏑馬選手の保護者による団体「十和田流鏑馬ファ

ミリーSQUAD」の雑貨販売・流鏑馬衣装体験などのブースも設置し、連携団体とともに来場

者の満足度向上を図った。 

 

 

 

 

 
 

乗馬体験コーナー 乗馬体験コーナー 
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自衛隊コーナー ピンクリボンお茶席 

 

 

 

 

 

 

 
 

住友生命 十和田流鏑馬ファミリーSQUAD 

 

 

 

 

 

 

 

Future Generations（学生ブース） Future Generations（学生ブース） 
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〇ふるさと納税返礼品「桜流鏑馬観覧チケット」 

見晴らしの良いエリアで観覧できる「桜流鏑馬観覧チケット」を、ふるさと納税返礼品と

して数量限定販売した。（土曜15名・日曜15名利用） 

 

 

 

 

 

 

 

〇桜流鏑馬経済波及効果可視化プロジェクト 

学生団体「Future Generations」は、学習塾や学校と企業とのタイアップで、ワークショ

ップ、討論会、ボランティア活動などの体験学習を通して、社会で活躍しリードしていく

力を備えた人材の育成を目指すプログラムであり、その実践の場として毎年イベントに出

展している。 

今回その活動にて、「桜流鏑馬」の経済効果を算出するための来場者アンケート調査を実

施した。（プロジェクト概要別紙） 

三本木高校、八戸聖ウルスラ学院高校、三本木農業恵拓高校から両日17名もの学生が調査

員として来場者ヒアリング等を行い、約600部の回答を得られた。 

今後これに、選手・ボランティアスタッフ・フォトコンテスト応募者からのアンケートを

加え、ビジネス・ブレークスルー大学大学院 経営学研究科教授 統計士・統計データ分析

士・データ解析士 志賀保夫氏監修のもと、効果算出・分析とプラン提案を作成し、12月

の「流鏑馬文化祭」にて学生発表を行う予定となっている。 
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【事業規模】 

・スタッフ・ボランティア 80名、選手37名・露払い3名 

・使用馬21頭（和種、和種系） 

・来場者数 21,000名（2日間） 

・パンフレット販売150部 

・馬ふれあいコーナー利用者322人 

・流鏑馬弓矢体験コーナー利用者340人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業の効果 

①来場者へ流鏑馬を披露し、馬と触れ合う機会を提供することによる啓蒙。 

・イベント来場者17,000名（土曜日9,000名・日曜日12,000名） 

・体験乗馬コーナー利用者数325名 

・流鏑馬弓体験コーナー利用者340名 

・ふるさと納税特別観覧席30名（各日15名） 

・フォトコンテスト…会場にて撮影した写真を対象としたフォトコンテスト。毎年40～

50名程度の応募があり、今年で10回目となる。応募写真から選考したものを巡回展示し、一

般投票・SNS投票による各賞・有識者による特別賞を決定。最優秀作品は次年度のポスターに

採用している。 
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②大学生・高校生と連携したイベント実施による次世代の育成の機会提供。 

・北里大学 乗馬サークル学生ボランティア 33名（流鏑馬競技運営） 

・次世代リーダー育成プログラム「Future Generations」三本木高校11名、八戸聖

ウルスラ学院高校2名（展示・出展・アンケート調査） 

・三本木農業恵拓高校 馬学研究室2・3年生7名（体験乗馬補助・アンケート調査補助） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③メディア・インターネット活用による地域馬事文化の全国規模での注目の喚起。 

■テレビ・ラジオ： 

4/1「わっち」出演（ATV青森） 

4/18「RABニュースレーダー」 (RAB青森放送) 

4/18・23「あっぷるワイド」（NHK青森） 

■新聞：東奥日報、デーリー東北 

■雑誌：雑誌「馬ライフ」（現地取材） 

■インターネット：大会映像Youtube収録配信（再生数417回・4/30時点） 

■ ポスター掲出：100部（市内・県内） 

■ チラシ配布：十和田・上北地域・八戸等（2500部） 

■その他：NHK WORLD-JAPAN番組「フロントランナーズ」収録 、「netokeiba」海外

向けサイト掲載、十和田奥入瀬観光機構「飾らない十和田」撮影 
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④ピンクリボン啓発団体や地域団体等と連携した地域活性化に貢献。 

・とわだをピンクにそめる会 8名（お茶席・会場演出） 

・自衛隊三沢募集案内所 4名（展示・体験） 

・流鏑馬選手の保護者による団体「十和田流鏑馬ファミリーSQUAD」（出展） 

・あおもり農業・農村支援CSR活動によるイベント準備協力（4/15・5名） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【後援】 

十和田市／十和田商工会議所／一般社団法人十和田奥入瀬観光機構／公益社団法人全国乗

馬倶楽部振興協会／一般社団法人日本流鏑馬観光連盟／NHK青森放送局／RAB青森放送／株

式会社青森テレビ／青森朝日放送株式会社／東奥日報社／デーリー東北新聞社 

 

【協賛】 

（有）アーティスター、（有）アート印刷社、青森県信用組合十和田支店、青森綜合警備保障

（株）、青森第一食糧（有）、青森みちのく銀行穂並支店、旭電設商会、（株）あらい屋製麺所、

家永自動車商会、イチヤマホースクリニック、岩間印刷所、漆畑ファーム（株）、うれし野、

（株）エイ．ジェイ．アイ、エキスプレスおがわ、（有）蛯沢、えび蔵、遠藤商店、（株）遠藤

商店、（有）奥入瀬フーズ、（株）奥田金物本店、（株）金入 十和田支店、（株）金竹成家、

上北農産加工（株）、上北農産商事（株）、管設備工業（株）、京と和商店、協同組合十和田ス

タンプ会、久保田衣料店、（有）県南設備工業、（有）小関麺興商事、コムラ醸造（株）、（有）

坂本タイヤセンター、サカモト電器、ササキスクリーン（有）、サラダ館若柳店、さわい薬店、

沢田酒店、サワメ建材、サンプリント、（有）サンポウ、（有）ジ．アイ、四季旬菜きんいち、

（有）下久保燃料店、（株）縦貫タクシー、昭産商事（株）、（有）昭和鈑金、住友生命十和田

みなみ支店、（有）大藤工業、髙岡和人税理士事務所、たかや菓子舗、滝内建設（株）、滝沢シ

ート店、（有）竹ケ原農産、田清第一店舗、田中商工（株）、（株）田中石油店、土嶺農園、

（株）帝建、（株）テクノル十和田支店、TELA企画、（有）照井自動車工業、（株）電化堂、時

計.メガネのおおた、一般財団法人十和田湖ふるさと活性化公社、（有）十和田浄化槽センター、

（株）十和田スズキ自販、十和田タクシー（株）、十和田地区生ｺﾝｸﾘｰﾄ協同組合、十和田農産物

販売(合)、ナナオ家具十和田店、西野酒店、ニトベテント店、（株）日本の窓、日本郵便（株）

十和田郵便局、（株）根久商店、八戸あおば高等学院、鳩正宗（株）、（株）ヒロタ、（有）プ

ロスクリーン、文具のみうら、戸来亮税理士事務所、ホースレジャーin七戸（株）憩、（有）ホ

ーセン、（株）ほくとう、（有）丸勝・山本商店、（有）丸井精米工場、（株）丸英でんき本店、

（株）マルヤマ、（有）みぞぐち布団店、みちのくコカ・コーラボトリング(株)、三本珈琲

（株）、桃川（株）、ヤンマーアグリジャパン(株)、雪印種苗（株）十和田(営)、よこまくらサ

イクル、（株）わかもと 


